
★ 一粒の麦

木田　典子さん

写真 ①様々な関わりから

Noriko　KIDA

★

★
★

②体験をもとに！

●私にとってのＣＢ ③夢を持つ！

●起業するための３つの秘訣

★ ■組織概要
①予算規模 200万円　　　　

■連絡先 ②会員・社員数 会員：150名、スタッフ･役員：20名　

04-7107-3730

04-7107-3730

③Ｅ－ｍａｉｌ

④Web ④PR

代表の

-

②ＦＡＸ

③事業
　概要

★利用者を募集！（60歳以上高齢者／しなやか健康
　体操クラブ会員／みんなで　あ・そ・ぼ　参加
者）
★賛助会員募集！
★スタッフ募集！（お話ボランティア／運転ボラン
　ティア）

●高齢者､障害者のためのミニデイサービス
●乳幼児の居場所
●市民活動団体のための打ち合わせ､音楽練習など
●落語会
●健康体操

人気！(人と人と
のネットワーク)

hitotubunomugi-
kida@jcom.home.ne.jp

山形県出身。
1981年に我孫子市へ。
1995年4月、我孫子市民有志とデ
ンマーク･スウェ-デン福祉施設視
察旅行。1996年4月に社会福祉ゼ
ミナール受講。2004年11月「一
粒の麦」を我孫子市都部にオープ
ン。

①ＴＥＬ

勝気！（必ずで
きるという自信）

元気！(先ずは
健康な肉体)

　私自身に必要なことは、社会も必要
と
している！
　先ずは身近なことから！できること
か
ら始める！
　

一粒の麦

湖北台西小、湖北地区公民館、第二小学校などで行われた「ふれあ
いサロン」、グループホーム「あらきのお家」では調理師の資格を
活かし責任者として、また自分もリウマチを患っていたので「我孫
子地区リウマチの会」の設立、地域の社会福祉協議会など様々な福
祉活動に関わった。
さらに平成16年には、社会福祉主事の資格をとった。
これまでの様々な経験から、食卓を囲んでの団欒、仲間と食事をす
ることが元気を取り戻す源になっていることに気づいた。また、手
芸や趣味を一緒に行いながら語らう楽しさも生活の糧となっている
と気づいた。

シニアの人、それ以外の幅広い年齢層の人々もくつろぐ場所をつく
りたいと思い、「一粒の麦」を開設することになった。

★

生涯自分らしく我孫子に住みつづけたい。！誰もが住みやすい､住み
たい街。
ユニバーサルな街づくりを！共に生きる街､笑顔で挨拶が交わせる
街。我孫子をこんな街にしたいと夢を持ち活動をしている。

★

★
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